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議員には、市の一般事務を自由に

質すことができる一般質問という

権利が任期中に12回与えられて

います。当然のことながら、全ての

1984年 2月 8日生まれ、B型

1990年 3月 芦屋市立伊勢幼稚園 卒園

1996年 3月 シドニー日本人学校 卒業

1999年 3月 関西学院中学部 卒業

2002年 3月 関西学院高等部 卒業

2006年 3月 関西学院大学 経済学部 卒業

2006年 4月 株式会社経営情報センター入社
(2016年 1月 退社)

2015年 4月 声屋市議会議員選挙 初当選

2019年 4月 芦屋市議会議員選挙当選 (2期目)

機会において一般質問を実施し、

様々なことを提案、問題提起してき

ました。今後も引き続き、様々な角

度からの提案を進めます。
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覆t飩謳謳鸞饂惧熙鶉とりたなり脩贄銀●勒電
(2019年 9月定例会一般質問)

①テレワークやフレックス勤務の制度化
②フリーアドレスやグループアドレスの導入

鑽コ綸趙霙蠍燒之聰飩褥謳瘍瑯畿瘍i震饒‡通り競電
(2019年 12月定例会一般質問)

0、熊軋量時写掏《鋏:こ毅な飩鑽濾逹薔こつ魏で
(2020年 9月定例会一般質問)

4`饂繹雉疵鱚心鸞鐙蝙覺蝙覺鰺え鑑眩宦颯鯰‡こなりで
(2020年 12月定例会一般質問)

覇。「鞣績炒晰 :こ 踪:ナ薇飩鵞枚膠鸞文ン誂聾‡こ躊會繹参鶴
鰊頸撥なみと、覇長部爾へ翁アィートパッタ:こつりで
(2020年 12月定例会一般質問)

幌“ブジタ』レトランスフォ姜メーシ磯ン嘲mず鶴
蜆 1瘍爾豪謬鐘 惨 勒 て (2021年 6月定例会一般質問)

y,輻釉饉絋艤鰊雉炒‡通対響膠燒聰贄鍾惨鋏電
(2021年 12月定例会一般質問)
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2022年 1‐ 1月 |こ F芦屋市内部統制基1本
|1方針」が策定

されt12023年度より地方自治法第150条第2項の

競定|き基づく内部統制が執り行われることに:同法で
|ま:都道府県・政令市の実施|よ必須

`そ
の他の地方向

治体の実施は努力目標として位置づけられておりt声

屋市の決定|ま■般市の中では先進的取組み
`

テレワ‐クやフレックス勤務について|まコロナ禍の影
響もあり:制度化済み。フリーアドレスの導入による執
務スペ‐スの省スペース化につしヽては新行財政改革
基本計画|こてt2025年までの実施が計画された6
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霧“吻颯菫屁儡蜀鰺綺鐘゛鰤電
(2019年 6月定例会一般質問)

①起業コンテストの開催
②既存補助制度の周知

駿瘤率―薫ングライツ雉ざ覺巡蠅しぬ趙燒蝙爆鐘つしもで
(2019年 6月定例会一般質問)

3.獨寇不抵簸機の支饉薔こょる禽請特殊幽堂ro
m止 :こつ しず面 (2019年 9月定例会一般質問)

①特定不妊治療費助成制度の拡充について
②不妊治療への理解を促す取り組みについて

膊萬ガ藁バン誦鬱鬱鬱翔,ァンがィング鼈鯰胚鐘申魏電
(2020年 6月定例会一般質問)

5.入翻蜀径勒隧爾 |こ つも亀でのけ骰凩ぴ流入健Iの
た瘍のなり涵榜鍾ついて秩2020年 9月定例会一般質問)

幌薔入爾贔入簑鸞厄慧飩又藍 :置゛顆竃
(2022年 ]2月定例会一般質問)

7.禽請特殊轟菫慄が低しヽこと:こ鸞曹膠なり纏雛|こつしヽマ
(2022年 ]2月定例会一般質問)

課題解決のための多子育児に対する支援の強化

1,SiB∽導入を要機とした補助金制度の見直しについて
(2022年 6月定例会一般質問)

鯰量鶉齢警バス運甕麟成諸墟度のつ後の方向:朧
|こついて

(2022年 9月定例会一般質問)
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理.減挙習鐘藝要なり購入 :こついて
(2019年 12月定例会一般質問)

鑽。オンラインは舒饂蔵鑽:瞳織つ齢て
(2020年 6月定例会一般質問)
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1.受動喫煙対策と市民マナ…条例の連携について
(2019年 9月定例会一般質問)

2.インターネットによる行政と市民の交流について
(2019年 12月定例会一般質問)

3.ビッグデータを活用した交通安全対策について
(2021年 9月定例会一般質問)

4.ごみステーションの適正利用について
(2021年 9月定例会一般質問)

5.新型コロナウイルスワクチン接種における

副反応に対する取扱いについて

(2021年 12月定例会一般質問)

6.野良猫に対する対応の強化について
(2022年 6月定例会一般質問)

フ.市民マナー条例の効果を上げる取り組みについて
(2022年 9月定例会一般質問)
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行政に対するアプローチについては、最終

的には市長の判断と職員の努力が必要とな

ります。議員ができることは、あくまで「働き

かけ」です。しかし、議会改革は自分たちのこ

とであり、自分たちの考えひとつで進めるこ

とが可能です。

小さなことでも改善したいとの思いで様々

な提案をしてきました。議会の運用等を変

更する際には全会一致が原則であるため、

今期成立させられた件数は多くありません

が、今後も引き続き、議会改革に資する提案

を続けます。

コロナ禍による市民への影響および市の歳出増を鑑み、令和4年

3月定例会において令和4年4月 1日 ～令和5年4月 30日 までの

間、議員報酬の5%を削減する議案を提出。採決の結果、全会一致

で可決。議会全体で約 1145万円の削減効果を生み出す結果と

なり、議員 1人分の歳費削減とニアリーな効果となつた。

政務活動費マニュアルのあり方を見直す「政務活動費あり方検討

会議」において、行政視察に要する旅費にて例年50%近い不用額

が生じている旨を指摘し、減額を提案。協議の結果、議員 1人あた

り年額20万円の予算が組まれているところ、5万円を減額するこ

とに決定。新年度からは年間で 105万円の削減効果となる。

議会基本条例の妥当性と有効性を検証する「議会基本条例検

証会議」において、議会運営委員会会議録のインターネット公開を

提案。協議を進めた結果、会議録が電子データで残されている

平成25年以降の会議録をインターネット公開することが決定。

(今年度中に実施予定)

議員が委員会に出席する際には、職員が滝れたお茶が提供されて

いた。職員の本来業務とは異なる「お茶出し業務」のために手が取

られていた現状を鑑み、委員会におけるお茶出しの廃上を提案。

協議の結果、お茶が必要な委員はセルフで汲む形式に変更。

12022年にネ‐ミングライツパニトナーとの契約が締
‐結されt‐2022年4月から51年間、ルナ・ホールの愛称
が変更に:5年間で 11も01万円の歳入増に繋がる。

新行財政改革基本計画にて、2025年までの実施が

計画された。
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ビ ネツト公開に

g 委員会におけるお茶の提供を廃上しヽ
セルフに


